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障がいへの理解について

うちの子どもの場合、障がいはある程度見た

目で分かるとは思いますが、誤解されていること

も多々あるように感じます。近所の方には正しく

理解して欲しいと思っています。でも説明をして

も理解が得られなかった場合にはどうしたらよい

かと思うと不安です。子どもの障がいについて、

近所の方にうまく伝える方法が知りたいです。

１つの案としてご近所を散歩することで「○

○さん宅のお子さん」を覚えてもらいます。理解

してもらうことの 初は知ってもらうこと。どん

なに詳しい説明をしてもなかなか理解までは届き

ませんが知ってもらうことで関心をもってもらい

次はどうしたらいいにつながるように思います。

時間をかけて付き合うことで理解が進むように思

います。

うちの子どもは発達障害児と診断を受けてい

ますが、見た目では障がいがないように見えるた

めか、大きな声を出したりすると近所の方に「し

つけがなってない」とよく言われてしまいます。

このような場合、どのように説明すれば理解して

いただけるのでしょうか。またこんな時、誰に相

談すればよいでしょうか

同年代の子どもさんに比べて苦手なことが極

端に苦手だったり、期待されることができなかっ

たりすることがあるとお医者さんや専門家の方か

ら説明されていることを伝えてみてはいかがでし

ょうか。また、みんなと仲良く生活するために勉

強（トレーニング）に通っていることを説明する

などお子さんやお母さんお父さんが頑張っている

ことも分かってもらえるといいかもしれません。

相談先ですが、在籍している学校や保育所、幼稚

園の先生、通っておられる療育機関の先生などお

子さんのことをよく知っている方に相談すること

が１つの方法だと思います

情報・行政

障がい児を受け入れてくれる施設や事業所が

少なく、保護者が病気で頼みたい時も、ヘルパー

不足で断られ入れないのですがどうすればいいで

しょうか。

確かに地域によっては施設や事業所が少なか

ったり、事業所によってはいろいろな事情で希望

通りに対応してもらえない時もあるかと思います

が、そういう場合は、お住まいの市町村の障害福

祉担当課や委託相談支援事業所で相談されるとい

いでしょう。福祉サービスや事業所の紹介などの

相談を受けています。詳しい委託相談支援事業所

については市町村の障害福祉担当課にお尋ねくだ

さい。（情報のページを参照）

緊急事態が発生した時やそれに備えてどんな

サービスの利用の仕方がありますか。

事前に、緊急時すぐにサービスが受けられる

ように市町村の窓口（障害福祉担当課）でサービ

ス利用の手続きを行っておきましょう。サービス

にもいろいろな種類がありますのでどういう時に

どんなサービスが必要なのかをよく検討した上で

申請してください。普段からヘルパーを利用した

り、ショートステイの経験をしておくと施設や事
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業所にもお子さんのことを良く理解してもらうこ

とができ、本人の安心感も違ってくるかと思いま

す。
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